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特記仕様書 

 

１ 適用 

  本特記仕様書は三重県防災行政無線運営協議会（以下「発注者」という。）が実施す

る、朝熊無線局点検業務委託に適用する。 

 

２ 履行場所 

  三重県伊勢市朝熊町岳５４７ ＮＴＴ朝熊無線中継所地内 

 

３ 履行期間 

  契約の日から令和５年３月２４日まで 

 

４ 業務内容 

（１）定期点検 

次のぼうさいあさま無線局について、定期検査（電波法第７３条第１項の検査に対す

る第４項の点検）を実施する。 

・携帯基地局 海基第 2276710 号 

・固定局   海第 81003 号（第 1～16 装置） 

（２）報告書 

  無線局に対して電波法第 73 条第 4 項に基づく点検結果通知書を作成する。 

 

５ 関係者との連絡調整 

朝熊中継所は西日本電信電話(株)の局舎であるため、局舎への立入りは、西日本電信

電話(株)の許可（これらが別途管理者等を指定した場合はその者の許可）を得たうえで、

指示に従って立ち入ること。 

 

６ 関係法規等の遵守 

  受注者は、委託業務の実施にあたり、この特記仕様書に定めるもののほか、電波法及

び関係法令の規定を遵守し、善良な管理者の注意をもってこれを履行すること。 

 

７ 提出書類  

  受注者は、以下の提出書類等を作成し、遅延なく発注者に提出すること。 

（１）工程表  １部 

点検作業開始の２週間前までに、点検箇所、点検日時等を記載した工程表を提出

すること。 

（２）点検結果通知書 各無線局２部 

  各無線局に対して電波法第 73 条第 4 項に基づく点検結果 
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８ 施工管理 

（１）作業上、運用停止等が必要不可避となる場合は、各設備の停止範囲、停止日時、

停止手順等について事前に発注者と協議のうえ、発注者の承認を得ること。 

（２）発注者は、気象状況や災害発生等により、作業（計画）の中止・変更を指示する

ことができる。 

この場合、発注者の責による場合を除き、受注者は中止・変更に伴い発生した費

用等、一切の負担を発注者に求めることはできない。 

（３）受注者は、保守点検作業中において、装置の不具合を発見したときは、発注者に

報告すること。 

（４）受注者は、委託業務の実施中に発注者の設備に損傷を与えたときは、直ちに発注

者に報告し、発注者の指示に従い、受注者の負担において速やかに修復すること。 

（５）受注者は、他の保守点検および関連工事を行う者と綿密な連絡調整のうえ、連携

して点検を行うこと。 

（６）受注者の行う点検は、原則、県の勤務日及び勤務時間内に実施すること。 

※発注者の指示がある場合、事前に承諾を得た場合を除く。 

 （７）受注者は、新型コロナウイルス感染症の拡大防止に努めること。 

※国・各自治体・業界団体（一般社団法人 建設電気技術協会等）の各種宣言・

要請・ガイドライン等（各時点で最新のもの）に基づく感染拡大防止に努め

ること。 

 

９ その他 

（１）この特記仕様書に定めのない事項及び本契約について疑義を生じた場合は、発注

者と受注者が双方協議の上決定すること。 

（２）暴力団員等による不当介入（三重県公共工事等暴力団等排除措置要綱第２条第１

項第 14 号）を受けた場合の措置について 

ア 受注者は暴力団員等（三重県公共工事等暴力団等排除措置要綱第２条第１項第

12 号）による不当介入を受けた場合は、断固としてこれを拒否するとともに、不

当介入があった時点で速やかに警察に通報を行うとともに、捜査上必要な協力を

行うこと。 

イ ア により三重県警察本部に通報を行うとともに、捜査上必要な協力を行った

場合には、速やかに発注者に報告すること。発注者への報告は文書で行うこと。 

ウ 受注者は暴力団員等により不当介入を受けたことから工程に遅れが生じる等の

被害が生じた場合は、発注者と協議を行うこと。 

 


